
、誰もが安心して福祉に関する複合的な相談をできるよ りを行っていく。

うに、福祉総合相談窓口の安定的な運用が求められている。 　また、福祉的な支援を必要とする市民に対し、令和２年度に

　 開設した福祉総合相談窓口の周知を図り、関係機関と連携し、

　 複合的な課題を抱えている市民の問題解決を図っていく。

　見守りネットワークの協定については、広範囲に対応できる事業者とすでに締結している

ところであるが、今後も市が締結する包括協定等の中に、見守りに関する内容を盛り込んで

Ｂ
いく。ボランティア登録団体についても、一定数は登録されており、各団体の活動の後方支

援も行われている。目標値に近づきつつあるため、おおむね予定通りの進捗である。

　社会福祉協議会と連携し、新たな地域福祉活動の担い手の掘り起こしを検討していく。助

成金については、事業内容や市との役割を整理し、適正な経費計上を基に助成をしていく。

→ 　また、福祉総合相談窓口については、引き続き周知を重ね、複合的な課題を抱えている市

民の問題解決を図っていく。

　地域の問題を自身の問題として考え、課題の解決や支え合いのしくみを住民自身が主体となって作っていけるよう啓発し、支援をしてい

く。特に、社会福祉協議会の役割は重要であるので、しっかりと連携・協力していく。

　また、福祉総合相談窓口を広く市民に周知し、複合的な課題を抱えている市民の問題解決を図っていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月25日 作成者名 秋元　幸子 評価者名 久川　理恵

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち 福祉部・福祉総務課

03 参加型地域福祉 福祉部・福祉保健センター

19 地域福祉意識の醸成と活動の促進

　市民の誰もが地域社会の中でいきいきと生活できるよう、共助の精神に基づく地域福祉活動を広め、ボランティアの育成

と支援により、助力を必要としている市民が多様な福祉サービスを地域で受けることができるようにします。

地域福祉推進事業

見守りネットワーク事業者 戸田市と見守りネットワークの協定を
機関 12 7 7 7 8 8

締結数 締結した事業者の数
ボランティア団体数 社会福祉協議会ボランティア登録団体

団体 58 53 55 56 54 56
数

　地域福祉のニーズが多様化している状況下において、地域課 　第４期地域福祉計画に基づき、地域福祉の担い手の発掘・育

題の解決には市民による相互の助け合いが重要であることから 成は、社会福祉協議会との連携を強化していくとともに、各地

、地域福祉に対する意識啓発を図り、参加型地域福祉を推進し 域で実施している支部活動や地域交流のイベントを通じて幅広

ていく必要がある。 い市民に対し、地域福祉の意識啓発や活動参加のきっかけづく

　また
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01 災害援護資金貸付金　（福祉総務課）

災害援護資金貸付金

法
定

0 災害が発生した際に
1

1 、迅速に事業を実施

１ － － － － １ 予01 01 13 02 01 01 01 1 する。

自然災害により、世帯主が負 0 0

傷を負い、又は住居、家財等 137

07 社会福祉推進事業　（福祉保健センター）

社会福祉推進事業

任
意

17,656 民生委員や保護司活
18,335

17,938 動を支援することに

１ Ａ Ｂ Ａ Ｂ １ Ｂ01 01 03 01 01 07 01 18,335 より、市民の個別具

・地区民児協の指導と連絡調 7,662 体的な課題解消を図 7,387

整・研修及び行事への参加・ 8,902 っていく。
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